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No. 24 (1979) 

ナガイモ根茎の主粘賀物の単離と性質

友田正司，荒井真恵美，芯川和代

〔日本薬学会第99年会 (1979年8月）で発表〕

〔目的〕ナガイモ Dioscoreabatatasの根茎は“山薬”として用いられ，食用にも多く供されてい

る。これが粘質物を含有することはよく知られているが，現在まで近縁のイチョウイモおよびツ

クネイモの根茎の粘質物に関する詳細な報告が見られるのみであるので，ナガイモの新鮮な根茎

を原料として粘質物を精製単離し，その性質を調べた。

〔方法〕試料をホモジナイズ後室温で、水M1出し，エタノール添加で、沈殿させた粗粘質物を再び水
溶液として， ドデシル硫酸ナトリウム液と塩化ナトリウム液を加え，遠心後の上清にエタノール

を加えて，析出物を透析と再沈殿をくり返し精製粘質物を得た。電気泳動および超遠心で単一性

を確かめ，酸加水分解後構成分を分析した。またタンパク質分解酵素を作用させたのちセファ

デックス・カラムで分離した糖部について，部分加水分解，メチル化などの手段で構造を調べ

TこO

〔実験結果〕 lμ離した精製粘質物は，タンパク質一多糖複合体で，タンパク質部分の構成アミノ
酸は， Glu,Asp, Leu, Arg, Pheに富み，約 1/4を占める多糖部分は，一部アセチル化された D-

マンノースで構成されpj3-1→4結合による主鎖を有する。

〔結論および考察〕今回得た粘質物は，水抽出物の粘性を代表する物質であり，タンパク質の組

成，多糖の量：比など，イチョウイモおよびツクネイモの根茎の粘質物と比べて，明らかな相；lt;が

認められた。

Althaea-mucilage Oの主要構造

友田正司，佐藤訓子，嶋田和代

〔日本薬学会第99年会（1979年8月）で発表〕

〔目的〕ピロウドアオイの根（アルテア根〉から， 精製粘質物（Althaea叩mucilage0）のrj5.離

と，その性質および構成についてはすでに報告したが，今回は構成市制の配列と，グリコシド総

合位置および配置を明らかにした。

〔方法〕粘質多糖を緩和な条件で酸部分加水分解後pDEAE-Sephadex （ギ酸型〉カラム・クロマ

トグラフィーにより成績体を分離し，還元成績体のメチル化分析， NMR，および第2次緩和酸水

解成績体の分析などにより，構造を決定した。また粘質多糖を過ヨウ素酸酸化し Smith分解後，

成績体を分離，分析し，分校ガラクトース鎖の位置について結論を得た。

〔実験結果〕部分加水分解による主成績体オリゴ糖として p DEAE-Sephadexカラムの 0.4M

ギ酸溶出部から trisaccharide,0. 8 M ギ酸溶出部から hexasaccharide,1 M ギ酸溶出部から

nonasaccharide, 1. 5 M ギ酸溶出部から dodecasaccharideが得られ， 3糖は 0-/3-n-GlcA（ρ，）－
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